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平成 23 年 7 月 28 日 

福 祉 部 介 護 保 険 課 

 

指定地域密着型サービス事業者等の指定更新について 

 

１ 区内指定地域密着型サービス事業者等 

 

  区内の指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者

について、介護保険法（平成 9 年法律第 123 号、以下「法」という。）第 78 条の 12 およ

び第 115 条の 21 の規定により、以下のとおり、指定の更新を行う。 

 

【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

 

 

２ 区外指定地域密着型サービス事業者等 

 

平成 18 年 3 月 31 日以前から、練馬区民が利用している区外指定地域密着型サービス

事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者（以下「みなし指定事業者」とい

う。）について、法第 78 条の 12 および第 115 条の 21 の規定により、以下のとおり、指

定の更新を行う。 

  なお、区外のみなし指定の更新については、みなし指定にかかる被保険者のみに効力

を有することとなる。 

 

【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

デイ・サービス

太陽 

練馬区春日町

５丁目 33 番

29－105 号 

有限会社  

共栄自動車 

 

10 名 平成 17 年

９月 1 日 

 

平成 23 年９月 1 日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年８月 31 日） 

○ 実地指導の結果（平成 20 年 8 月 5 日実施） 

 法第 23 条等に基づき実地指導を行った結果、運営に関して特段の問題は認められなかった。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

グループホー

ム 梨花園 

茨城県常陸太田

市 上 土 木 内 町

382 

有限会社  

梨花園 

18 名 平成 17 年

７月 15 日 

 

平成 23 年９月 1 日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年８月 31 日） 

資料５ 
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平成 23 年３月 17 日付け老発 0317 第１号厚生労働省老健局長通知「特定非常災害の被害

者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律第３号第２項の規定に基づき、

同条第１項の措置の対象となる特定権利利益、当該措置の対象者及び延長後の満了日を指

定する件等について」に基づき、平成 23 年３月 11 日から平成 23 年８月 30 日までの間に

有効期限が満了する指定地域密着型サービス事業者等の指定について、特定被災区域内に

事業所を有する者については、その有効期限を延長し、その満了日を平成 23 年８月 31 日

とする。 

 

○外部評価の結果の概要（ＷＡＭ－ＮＥＴより抜粋） 

 評価機関名称  特定非営利活動法人 認知症ケア研究所 

 訪問調査実施日 平成23年１月11日 

 

外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点 

 建物は、大きな半円形の丸屋根を生かし冬でも暖かな採光が注ぎ込む空間ができていた。地

域が農村地域であるため近隣住民との交流が進まない事を課題として掲げ「避難訓練」時など

に地域住民と協働できるような体制を構築できるよう常に前向きに取り組んでいる。また、地

域の町長さんと協力し今後地域の避難所になれるような取り組みも行っているようであった。 

 日常的に実施している散歩は、近隣住民との距離を近づける大きな要因となっているようで

ある。また、定期的に買い物などに出かけられない地域性であることから「イベント」を数多

く企画し入居者が出来るだけ外出できる機会を多くもてるよう代表と共に取り組んでいる様

子が見てとれた。 

外部評価における次のステップに向けて期待したい内容 

・「事業所と地域とのつきあい」 

 運営推進会議等を生かし災害時等の連絡網づくりを行う。また、ホームの機能を生かし、避

難場所としての提供として地域へ発信するなどの手だてを講じながら、地域との交流を進めて

いただくことが今後期待される。 

・「運営に関する利用者、家族等意見の反映」 

 今後サービスの資質の向上・施錠に関する家族の本音・食事に関するご意見など、家族が言

いにくい事を聞き出せるような方策を検証していただける事を期待したい。 

・「食事を楽しむことのできる支援」 

 自宅で食事をする事を考えると「食卓は全員で囲むもの」であることが望ましい。今後は、

同じ食事を同じテーブルでいただく事を目指し工夫される事を期待する。 

・「居心地よく過ごせる居室の配慮」 

 入居者の「今」を確認出来る事も大切であるが、入居前のご本人の輝いていた頃の姿・生活

を想起できる品物・しつらえも欠かせないものであると思える。今後入居時の大切な時間に戻

れるような工夫が期待される。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 
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【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

 

 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

グループホー

ムみんなの家 

府中 

東京都府中市四

谷二丁目 75 番

地の２ 

株式会社 

ウイズネット 

18 名 平成 17 年

８月 1 日 

 

平成 23 年８月 1 日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年７月 31 日） 

○外部評価の結果の概要（とうきょう福祉ナビゲーションより抜粋） 

 評価機関名称  パブリックサービスＲ＆Ｃ 合同会社 

 訪問調査実施日 平成23年1月21日 

 

外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点 

 毎月、「みんなの家便り」を作成し、利用者の日常の様子や状態、ホームの状況を家族に報

告している。また、ケアプランの見直しにあたっては、事前に用紙を送付して家族の意向を確

認するとともに、作成・更新したケアプランについても説明し、同意を得ている。年６回の家

族会も行事と併せて実施し、参加しやすい雰囲気作りに努めている。利用者調査（家族アンケ

ート）での家族の満足度や評価は高く、利用者本位のケアのために、積極的に家族に状況を伝

え、意向を確認し応えようとする、これらホームの姿勢や取組みが指示されている結果と考え

られる。 

外部評価における次のステップに向けて期待したい内容 

・「研修への取り組み」 

 本部で企画する階層・職種に応じた多様な研修を中心に人材育成に取り組んでおり、研修案

内の都度、ホーム長が職員に周知して参加者を選定し、希望があった場合は優先的に参加でき

るようにしている。しかし、あらかじめ職員個々の能力向上に関する希望を確認する機会は設

けられておらず、研修受講後にホーム内で報告や回覧を行う仕組みも作られていない。新たに

ホーム内での勉強会の開催に取り組んでいる点は評価できるが、これを研修成果を共有する場

としても活用する等、個々の能力開発と全体のレベルアップの双方につなげる取組みが望まれ

る。 

・「事業計画の作成方法の見直しについて」 

 ホームの事業計画は、年度末にホーム長が立案し、作成後に全職員に配布・説明を行ってい

る。法人理念と運営方針に沿って、事業所目標と基本方針を掲げているが、ホームの特色は感

じられるものの、地域との連携など、ホーム内で現に力を入れている取組みは位置付けられて

いない。また、抽象的な内容に止まっているため、達成度や実現の有無は確認しにくいものと

なっている。職員全体で共通理解を持って取り組める、実効性ある計画とするため、事業計画

の意義を再確認し、作成方法を見直すと共に、より具体的な目標や取組みを設定することが期

待される。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 
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【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

グループホー

ム きらら日

吉 

神奈川県横浜市

港北区箕輪町３

－13－23 

スターツケアサ

ービス株式会社 

18 名 平成 17 年

９月 1 日 

 

平成 23 年９月 1 日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年８月 31 日） 

○外部評価の結果の概要（ＷＡＭ－ＮＥＴより抜粋） 

 評価機関名称  株式会社 Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ 

 訪問調査実施日 平成22年12月10日 

 

外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点 

・「住み慣れた場所で、安心して暮らして頂く」ために、近隣とのお付き合いを大切にしてい

る。運営推進会議は町内会長、民生委員会長、地域包括支援センターの方などにご協力いただ

き、施設の状況を共有する意見交換を行い、地域との連携を深めている。町内会には、入居者

全員が個人別に計18名として加入し、敬老会にも全員が招待され、お祝いをしていただいてい

る。町内の行事にも積極的に参加している。近隣の保育園とは年間の行事計画を立て、双方で

行き来し、園で開催する行事でお渡しするメダルや輪飾り・お花等を入居者が作って持参して

いる。地域の一斉清掃の日には職員、利用者が参加している。このような地域との交流努力で、

地域に根ざした、地についた、楽しい生活が展開されている。 

・介護計画についてはセンター方式を採用し、一人ひとりの思い・希望・意向に沿うように努

め、困難な場合には「わたしだったら・・・」の視点を生かしてモニタリングし、担当者会議

で介護計画をまとめている。利用者が出来ることは、体調やその日の気分に合わせながら、よ

く話をして、納得してもらい、一緒にチャレンジしてもらっている。リビング等では季節が感

じられる四季の花などを飾るように努めている。外の空気に触れることは大切であり、利用者

が外に出て見たい気持ちが生まれるよう、実のなる木（みかん）を植え、自然な形で外に出て

日光浴が出来るよう工夫している。 

外部評価における次のステップに向けて期待したい内容 

特になし。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 
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【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

グループホー

ム こころ 

茨城県潮来市日

の出１－12－１ 

有限会社 

茨城まごころ介

護サービス 

18 名 平成 17 年

９月 30 日 

 

平成 23 年９月 30 日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年９月 29 日） 

○外部評価の結果の概要（ＷＡＭ－ＮＥＴより抜粋） 

 評価機関名称  社会福祉法人茨城県社会福祉協議会 

 訪問調査実施日 平成22年７月27日 

 

外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点 

・看護師や栄養士、調理師、美容師の資格を持った職員が従事しており、それぞれの専門分野

を活かし、他の職員と協力してチームワーク良く利用者に対応している。 

・他事業所と相互に見学会を行い良い所を取り入れるなど事業所の運営に活かしている。 

・中学生や障害者の体験学習やヘルパーの実習生を受け入れるなど、地域で必要とされる役割

を担っている。 

・他施設に移ったり入院によってサービスが終了してもお見舞いに行ったり、亡くなった後も

家族等との良い関係が続いている。 

・居室に空きがある場合は短期利用共同介護も提供している。 

外部評価における次のステップに向けて期待したい内容 

・「運営推進会議を活かした取組み」 

 運営推進会議は２ヶ月に１回開催することを期待する。 

・「災害対策」 

 避難訓練に近隣住民の参加が得られるよう働きかけるとともに、夜間を含め様々な災害を想

定した避難訓練を行うことが望まれる。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 
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【認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 事業所所在地 申請者名 
利用 

定員 

指 定 

年月日 
指定更新年月日 

グループホー

ムみくに松戸

の園 

千葉県松戸市栄

町西５－1324 

株式会社みくに 18 名 平成 17 年

10 月１日 

 

平成 23 年 10 月１日 

（指定有効期間満了日 

：平成 29 年９月 30 日） 

○外部評価の結果の概要（ＷＡＭ－ＮＥＴより抜粋） 

 評価機関名称  特定非営利活動法人ＮＰＯ共生 

 訪問調査実施日 平成23年２月24日 

 

外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点 

・当ホームは「自分にしてもらいたいことは、他の人にもそのようにしないさい」を理念に掲

げ、①安心と清潔を与える介護、②生きがいづくりの介護、③出来ることはしていただく介護

を方針としている。利用者調査の結果、“職員は、ホームの理念を理解し、具体的に実践しよ

うとしている”との評価を得ている。 

・ホームは個別の要望を重視し明治座での芝居見物、競馬の観戦、ラーメン店での食事、喫茶

店での飲食に出かけることもある。そのほかユニットごとに大洗海岸などへの小旅行もし、人

間関係や社会との関係を断ち切らないような支援をしている。また“スタッフは全員にこやか

で気持ち良く働いていて良い雰囲気だ”との家族の評価に見られるように、職員は明るくやさ

しく利用者に接し、一人ひとりの思いや意向の把握に努めている。 

外部評価における次のステップに向けて期待したい内容 

 特になし。 

○ 指定更新時の確認事項等 

 「練馬区指定地域密着型サービス事業者および指定地域密着型介護予防サービス事業者の指

定等に関する規則」等に定めた申請書類等について確認し、特に指定更新の支障となるような

事項はなかった。 


